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0. アンケートの方法と回答者の属性 

 「まちにわ ひばりが丘」（以下「まちにわ」)の

活動が地域の居住者にどう受け止められ、どのよ

うな効果を生んでいるのか、また、今後の活動の

なかでどのような課題が存在し得るかを明らか

にすることを目的に、地域の居住者に対するアン

ケート調査を 2015 年度から実施している。本報

告書では、2019 年度の調査結果を報告する。 

 設問は、①回答者の属性、②まちにわの認知度

とイベントへの参加状況、③「まちにわ」の活動

への参加状況・意向と賛同、④「ひばりテラス 118」

（以下「ひばりテラス」）の利用状況と認識・期待、

⑤地域のつながりの現状と変化、⑥まちへの認識、

の大きく６項目からなる。なお、本調査は 2015 年

度から毎年度実施している。 

0-1. アンケートの方法 

 調査の対象街区を表 0-1-1 に、各街区の位置を

図 0-1-1 に示す。分譲の「ひばりが丘フィールズ

1 番街」「ひばりが丘フィールズ 2 番街」「ひばり

が丘フィールズけやき通り」「シティテラスひば

りが丘」「プレミストひばりが丘シーズンビュー」

「セキュレアガーデンひばりが丘」は、調査票を

各戸のポストに投函し、管理事務室ポストで回収

した。UR 賃貸の「ひばりが丘パークヒルズ」は、

各戸に投函した調査票を返信用封筒にて郵送回

収した。配布数、回収数、回収率は表の通りであ

る。 

 表 0-1-2 は、調査を開始した 2015 年度からの

調査対象街区とそこでのアンケート票の回収状

況を示したものである。 

 

表 0-1-2. アンケートの配布数と回収数 

 

 

図 0-1-1. エリアマネジメントの範囲と各街区の位置 

(まちにわ ひばりが丘ホームページより引用) 

 

表 0-1-2. 各年の配布・回収状況 
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0-2. 回答者の属性 

 まず、回答のあった本人・世帯の属性を確認す

る。 

 図 0-2-1 と図 0-2-2 に、回答者の居住街区と性

別を示す。分譲街区では、1 番街を除くと、入居

の新しい街区ほど女性の回答者が多い傾向があ

る（図 0-2-3）。 

 回答者の年齢は、1/3 が「30 代以下」、1/4 が

「70 代以上」である（図 0-2-4）。街区との関係

を見てみると（図 0-2-5）、1 番街からセキュレア

までの 6 つの分譲街区では、「30 代未満」「40 代」

の若い世帯が 5-9 割を占める。UR 街区では、6 割

以上が「60 代」以上の世帯である。 

 

 

図 0-2-1. 回答者の居住街区 (n=483) 

 

図 0-2-2. 回答者の性別 (n=475) 

 

図 0-2-3. 街区と性別 

 

図 0-2-4. 回答者の年齢 (n=475) 

 

図 0-2-5. 街区と年齢 
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 図 0-2-6 は、回答者の年齢と性別の関係を見た

ものである。両者の間には関係が見られない。 

 

図 0-2-6. 年齢と性別 

 

 世帯の家族構成は、「親と未成年子」が最も多く、

「夫婦」「一人暮らし」「親と成人子」「二世帯」と

続く（図 0-2-7）。 

 街区別（図 0-2-8）に見てみると、分譲街区の

主流は、「親と未成年子」からなる子育て世帯であ

る。UR 街区では、この子育て世帯は 1 割程度と

少なく、代わりに「一人暮らし」と「夫婦」のみ

の世帯が 8 割を占める。 

 年齢と家族構成の関係を図 0-2-9 に示す。 

 

 

図 0-2-7. 回答者の家族構成 (n=474) 

 

図 0-2-8. 街区と家族構成 

 

図 0-2-9. 年齢と家族構成 

 

 回答者の職業は図 0-2-10の通りである。街区、

年齢、性別と職業の関係を図 0-2-11、図 0-2-12、

図 0-2-13、に示す。 
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図 0-2-10. 回答者の職業 (n=470) 

 

図 0-2-11. 街区と職業 

 

図 0-2-12. 年齢と職業 

 

図 0-2-13. 性別と職業 

 

 図 0-2-14 は、回答者のひばりが丘での居住年

を示したものである。UR 街区では、「30 年超」が

3 割いるなど、居住歴の長い世帯が多い（図 0-2-

15）。一方、入居が近年始まった分譲街区でも、ま

ち自体には以前から住んでいた世帯が若干見ら

れる。年齢との関係を見ると（図 0-2-16）、年齢

が高いほど地域での居住年も長くなるが、居住歴

の長い若年層、居住歴の短い高齢層も少なくない。 

 

図 0-2-14. 回答者のひばりが丘での居住年 (n=463) 
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図 0-2-15. 街区とひばりが丘での居住年 

 

図 0-2-16. 年齢とひばりが丘での居住年 

1. 「まちにわ ひばりが丘」について 

 ひばりが丘の居住者は、エリアマネジメントへ

の取り組みをどう捉え、関わりを持っているか。

以下、組織・活動の認知度、イベントへの参加状

況などについて見ていく。 

1-1. 組織・活動の認知度 

 まちにわの認知度を図 1-1-1 に示す。 

 存在・活動ともに「よく知っていた」世帯は、

入居の先行した分譲街区の１番街や 2番街で８割

を超える（図 1-1-2）。 

 

図 1-1-1. まちにわの認知度 (n=481) 

 

図 1-1-2. 街区とまちにわの認知度 

 次に、性別とまちにわの認知度の関係を見てみ

る。全体としては、性別による認知度の違いは見

られないが（図 1-1-3）、分譲では「男性」、UR で

は「女性」の方が認知度は若干高い（図 1-1-4）。 
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図 1-1-3. 性別とまちにわの認知度 

 

図 1-1-4. 性別とまちにわの認知度 

 

 年齢とまちにわの認知度の関係を図 1-1-5〜6

に示した。分譲街区、UR 街区ともに、年齢と認

知度の間にははっきりした傾向は見られない（図

1-1-6）。図 1-1-5 で「80 代」の認知度が低くなっ

ているのは、この年代の大半が認知度の想定的に

低いURの居住者が多く占めるためであるといえ

る。 

 

図 1-1-5. 年齢とまちにわの認知度 

 

図 1-1-6. 年齢とまちにわの認知度 

 

 家族構成との関係では、まちにわの認知度は子

育て世帯の方が高く（図 1-1-7）、それは UR 街区

でより顕著である（図 1-1-8）。 

 

図 1-1-7. 家族構成とまちにわの認知度 

 

図 1-1-8. 家族構成とまちにわの認知度 
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 図 1-1-9〜12 は、これまでのアンケート調査の

結果をもとに、まちにわの認知度がどう変化して

きたかの推移をまとめたものである。分譲街区、

UR 街区ともに認知度は年々上がっており、まち

にわの存在や活動が時間をかけて浸透している

状況がうかがえる。 

 

図 1-1-9. まちにわの認知度の推移 (分譲) 

 

図 1-1-10. まちにわの認知度の推移 (UR) 

 

図 1-1-11. まちにわの認知度の推移（分譲） 

 

図 1-1-12. まちにわの認知度の推移（UR） 

 

1-2. イベントへの参加状況 

 図 1-2-1 は、直近 1 年間にまちにわのイベント

に参加したかを示したものである。図 1-2-2には、

それを街区別に示した。UR 街区の参加率は 2 割

程度だが、分譲街区では半数程度の世帯が何らか

のイベントに参加している。分譲街区の状況が異

なるのは、イベント会場となることの多いひばり

テラスに隣接していることが要因として考えら

れる。図 1-2-3 は、参加したイベントの具体例で

ある。その他として、「もちつき大会」や「ハロウ

ィン」が挙がった。 

 

図 1-2-1. イベントへの参加状況 (n=469) 
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図 1-2-2. 街区とイベントへの参加状況 

 

図 1-2-3. 参加したイベント (n=161, 複数回答) 

 

 イベント参加状況と回答者の属性の関係を見

てみる。性別との間にはっきりした関係は見られ

ないが（図 1-2-4〜5）、若い世帯や子育て世帯ほ

ど参加率は高い（図 1-2-6〜9）。 

 

 

図 1-2-4. 性別とイベントへの参加状況 

 

図 1-2-5. 性別とイベントへの参加状況 

 

図 1-2-6. 年齢とイベントへの参加状況 

 

図 1-2-7. 年齢とイベントへの参加状況 
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図 1-2-8. 家族構成とイベントへの参加状況 

 

図 1-2-9. 家族構成とイベントへの参加状況 

 

 イベントに参加しなかった世帯にその理由を

尋ねたものが図 1-2-10〜11 である。「関心はあっ

た」が参加できなかった、「よく知らなかった」と

いう回答が相当数あり、参加率向上の余地は少な

くないことがうかがえる。 

 

 

図 1-2-10. イベント不参加の理由 (n=277) 

 

図 1-2-11. 街区とイベント不参加の理由 

 

 イベントへの参加は、エリアマネジメントの取

り組みへの理解につながる効果が期待される。実

際、イベント参加者はまちにわの認知度も高くな

る傾向があり、それは UR 街区で著しい（図 1-2-

12〜13）。 

 図 1-2-14 に、街区ごとのイベント参加率の推

移を示す。分譲街区の参加率はおおむね上昇傾向

にあり、UR 街区との開きは依然ある。 

 

 

図 1-2-12 イベントへの参加状況とまちにわの認知度 
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図 1-2-13. イベントへの参加状況とまちにわの認知度 

 

図 1-2-14. イベントへの参加率の推移 

 

1-3. まちにわのイベントに対する意見・感想・アイデア 

 表 1-3 は、まちにわのイベントに対する意見・感想・アイデアなどの自由コメントである。(一部抜

粋) 

 

表 1-3. まちにわのイベントに対する意見・感想・アイデア (抜粋) 

⚫ 映画、音楽、公演、講習会など計画的に実施して文化、学習面の充実を望む／ 男性 60 代 

⚫ 夏休みの夜、夕涼みイベント（肝試し）など／女性 40 代 

⚫ 日帰りのバス旅行（フルーツ狩り、温泉旅行など）→家族向け、リタイア向けなどによって目的地を変える（ま

ちにわは一般社団法人なので旅行業法に抵触するでしょうか？）／男性 30 代 

⚫ すべての世代が集まれるイベントは限りがあるので、対象にされる年代、世代を絞ったり、平日、休日で区別し

たほうが良い。／男性 60 代 

⚫ にわマルシェ、にわジャムのお野菜を楽しみにしています。フリーピアノも素敵でした。手作り作家さんの作品

をふらりと寄ってみるのも好きです。キャンドルナイト、焚火を囲んで飲み、屋外コンサートも楽しそう。／女

性 30 代 

⚫ 団地の活性化のため、だれでも参加しやすいイベントを企画してほしいです。「にわマルシェ」はだれでも参加し

やすくてとてもよかったです。／男性 30 代 

⚫ 交流が苦手なので積極的に参加しようとは思わないが、街に活気があるのはいいことだと思います。子供が友達

と遊ぶ年齢になったら参加するかも／ 女性 30 代 

⚫ 年齢問わず参加できるイベントが多く魅力的。／ 女性 30 代 

⚫ フリーマーケットが出来たらいいなと思う。子供がいる世帯が多いと思うので、子ども服とかを売ったり、あげ

たり、物々交換できたらいいなと思う。／ 女性 30 代 

⚫ 2020 年度からデベロッパーが正社員から抜けてしまうとどのように活動されていくのか心配。／ 女性 40 代 
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⚫ にわマルシェは楽しく参加しましたが、回を重ねるごとに同じ感じでまた、出店数が多くなったのか、歩きにく

く、ゆっくり見ることが出来ないと思いました。多くの人たちが集まれる機会なので、参加型のコーナー（年齢

性別問わず）の設定はできませんか。／ 女性 50 代 

⚫ ドッグイベントやペット用品販売。里親募集／ 女性 50 代 

⚫ 楽しい雰囲気でよいと思います。／ 女性 50 代 

⚫ クリスマスリースやアレンジなどを製作するイベントは少し高価だと思う。もう少し低価格だったら参加する。

／ 女性 60 代 

⚫ 子ども達が集まっていて（ひばりテラスに）楽しそうでよい。／女性 60 代 

⚫ 「にわマルシェ」毎回楽しみに参加しています。／女性 70 代 

⚫ 交流の場があって非常い良い。／男性 30 代 

⚫ 既にコミュニティが出来ているので、参加しにくい。 ／ 男性 30 代 

⚫ 「まちにわ師」のことをもっと知りたい。事務局が住民に移管することが少し心配。／ 男性 60 代 

⚫ うちわで盛り上がっている雰囲気で参画＆参加しづらい。／女性 30 代 

⚫ 小さい子（0〜2 歳)が親子で楽しめるイベントを増やしてほしい／ 女性 30 代 

⚫ クラシックなどのうるさくない音楽祭があってもいいなと思いました。／女性 40 代 

⚫ 50 代以上の世代の方の参加が少なく感じます。多世代が楽しめるイベントがあると良いと思います。／女性 40

代 

⚫ 近隣住人のペットの交流会があればいいなと思います。／女性 60 代 

⚫ 子供用のイベントが多く、高齢者向けがほとんどない。／ 女性 70 代 

⚫ 引き続き、防災、防犯対策のイベントを行ってほしい ／男性 30 代 

⚫ 参加はしていませんが、イベントが定期的に開催されていることで街ににぎわいがでてきており、防犯上も良い

効果があると感じており、続けていって欲しいと考えています。／ 男性 40 代 

⚫ スポーツ大会など／ 男性 40 代 

⚫ 対象としている年齢、世代が限られているように思われ、参加しづらい、興味が持てないように感じます。／ 男

性 60 代 

⚫ 趣味を一緒に楽しめる場があったり、機会を作るきっかけがあると嬉しいです。（例えば吹奏楽や合唱、スポー

ツ、テニス、ヨガなどできるサークルのようなもの） ／ 女性 30 代 

⚫ 小さい子供がいる若いご家庭をターゲットにしたものばかりでそれ以外の家庭がとても参加しにくい／ 女性 

40 代 

⚫ ５０〜８０代の家族であるため若い方達の企画には参加できにくい。年齢の高い企画があったら良い。／ 女性 

50 代 

⚫ 季節のイベントを定期的にそして長期的に続けてください。／男性 40 代 

⚫ ママ会とかやってほしい。／ 女性 20 代 

⚫ 乳幼児が遊べるようなイベントをもっとやってほしいです。／女性 30 代 

⚫ 子どもを持っている人は共通点が見つかりやすいかもしれないが、そうじゃない人も老若男女いろんな人がお互

いの共通点を見つけて、顔見知りが作れるようなイベントないかなと思います。／ 女性 50 代 

⚫ おかげ様で楽しく参加させていただきました。近くで開催されると、とても参加しやすいですね。／ 女性 50

代 

⚫ 土日や平日夜のイベントを増やしてほしい／女性 50 代 
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⚫ すてきなイベントをされていると思っていて、参加したいとも思っているのですが、我が家の何かと重なってい

て、参加できずにいます。／ 女性 50 代 

⚫ 自治会費を払っているので、もっと無料で家庭で楽しめるイベントを開催してほしい。／ 男性 30 代 

⚫ 夏ビアガーデン等のイベントをやってほしい。／ 男性 30 代 

⚫ 参加者が増えてきているイベントもあり、嬉しく思います。その分スタッフ（理事以外）の協力も欠かせなくな

ると思います。／ 男性 40 代 

⚫ 子供向けのイベントが中心のため、マルシェなどのイベントも増やしてほしい。／女性 40 代 

⚫ 入りやすい入口にしてほしい。どう見ても事務所。月の行事予定を公園側と通り側に出してほしい。／女性 70

代 

⚫ 2019.4 月にひばりが丘に引っ越してきたのですが、以前住んでいた場所ではこのようなイベントはなかったの

で、ひばりが丘に来てよかったと思うようになりました。ぜひ継続してほしいです。／ 女性 20 代 

⚫ イベントのパンフレットを事前に貰えるとよい。（西東京市祭りを参考に）雑貨類とはいえ何を売っているかよ

くわからないので夫が興味を持てくれず、誘いにくい。子供がいないので参加しにくい。／ 女性 30 代 

⚫ イベントに行くと友人に会えたり地域がつながる大切な場所だと思う。／女性 30 代 

⚫ ふらっと立ち寄ることが出来るので、とても参加しやすいです。あの開放的な空間がまたいいです。／ 女性 30

代 

⚫ イベントなどの情報を紙ベースでなく、インターネットを使ってペーパーレス化してほしい。／ 女性 30 代 

⚫ イベントを行っていること自体知る機会がない。子供が行きたい、参加できるようなイベントがないのでやって

ほしい。／ 女性 30 代 

⚫ オシャレ・意識高い系の方々が楽しんでいるというイメージが先行し、参加への敷居が高く、気後れしてしまう。

もっと、いろんな世代の方が参加しやすい雰囲気があるといいのですが…。／女性 30 代 

⚫ 子供が参加できるワークショップやイベントを増やしてほしい。将棋や囲碁、知的要素があるもの、落語(親子で

聞ける)／女性 30 代 

⚫ たまに賑やかな時は知っていますが、皆若い人ばかりの気がします。／女性 60 代 

⚫ リユース用の出品や交換会の企画があれば参加したい／女性 60 代 

⚫ 「まちにわひばりが丘」について全く知りません。どのようにすればわかるのでしょうか？／ 女性 70 代 

⚫ 若い方々の活躍に心から応援致します！！／ 女性 70 代 

⚫ まちにわひばりが丘のようなコミュニティがあるのはとても大切だと思っています。いろいろな年齢の人々がつ

ながる方法としてマンションや団地の人、保育園等で避難訓練をやってはどうか？その際に各所でストックして

いる非常食等を配布してはどうでしょうか。／女性 70 代 

⚫ お年寄りが楽しくおしゃべりができると良い。誘い合っていきたいと思う（８０歳）／ 女性 80 代以上 

⚫ 81 歳になりますが小さい子供さんが楽しそうにしているのを見ていると心が和みます。時々見に伺っています。

／女性 80 代以上 

⚫ ひばりテラスの付近で行われているイベントにとても楽しく参加しています。まだ引っ越して来たばかりですが

多くのイベントに参加したいと思っています。作ることが好きなので小物でも料理でもみんなで一緒に作れるワ

ークショップみたいなものがあればいきたいなと思っています。／ 男性 30 代 

⚫ イベントの案内をもっと欲しい／男性 30 代 

⚫ 高齢の方はなかなかイベントには参加できないと思う／男性 80 代以上 

⚫ 活動報告書をざっと見て楽しそうな活動をしておられるなあ、来春は色々と参加して見ようかと思う／男性 80

代以上 

⚫ 子供から大人、老人までが参加できるイベントを企画してほしい。特に元気な子供中心に。／ 男性 80 代以上 
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2. まちにわ ひばりが丘の活動について 

 続いてまちにわの活動について、①活動に参加

しているか、②活動に賛同するか、③今後活動に

参加したいと思うか、の順にアンケートの回答結

果を見ていく。 

2-1. 活動への参加状況 

 図 2-1-1 に示すように、まちにわの活動にボラ

ンティアやスタッフなどとして「参加している」

居住者は、現状では全体の 1 割程度である。街区

別には、けやきがおよそ 1/4 の高い参加率を見せ

ている（図 2-1-2）。 

 性別は、男性の方が参加している割合がやや高

い（図 2-1-3）。図 2-1-4〜67 には、年齢、家族構

成、ひばりが丘での居住年とまちにわの活動への

参加割合の関係を示す。 

 今後に向けては、活動に参加「しなかった」残

り 9 割の意識を探っていくことが重要となる。 

 

図 2-1-1. 活動への参加状況 (n=476) 

 

図 2-1-2. 街区と活動への参加状況 

 

図 2-1-3. 性別と活動への参加状況 

 

図 2-1-4. 性別と活動への参加状況 
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図 2-1-5. 年齢と活動への参加状況 

 

図 2-1-6. 家族構成と活動への参加状況 

 

図 2-1-7. 居住年と活動への参加状況 

 

2-2. 活動への賛同 

 活動に参加しているかどうかにかかわらず、エ

リアマネジメントの趣旨に賛同するかを尋ねた

ところ、図 2-2-1 の結果が得られた（すでに活動

に参加している居住者は全員賛同するものとみ

なした）。 

 街区別には、同じくエリアマネジメント組織の

正会員となる分譲街区でも、取り組みに対する意

識にはエリア内で温度差があることがうかがえ

る（図 2-2-2）。 

 性別は、男性の方が若干賛同割合は高い（図 2-

2-3〜4）。 

 

図 2-2-1. 活動への賛同 (n=424) 
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図 2-2-2. 街区と活動への賛同 

 

図 2-2-3. 性別と活動への賛同 

 

図 2-2-4. 性別と活動への賛同 

 

 図 2-2-5〜6 は、年齢別の趣旨への賛同状況で

ある。分譲街区では、年齢にかかわらずエリアマ

ネジメントの取り組みへの賛同率は高い。 

 図 2-2-7〜8 は、家族構成との関係を示したも

のである。で子育て世帯の方が賛同割合が高くな

っているが、これは子育て世帯の多い分譲街区の

方が総じて賛同率が高いためである。 

 

図 2-2-5. 年齢と活動への賛同 

 

図 2-2-6. 年齢と活動への賛同 

 

図 2-2-7. 家族構成と活動への賛同 

 

図 2-2-8. 家族構成と活動への賛同 
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 図 2-2-9 に、エリアマネジメントの趣旨に対す

る賛同率の過去 4 年間の推移をまとめた。セキュ

レア以外の分譲街区では「賛同する」の割合が常

時 6 割以上を維持しているが、変化のしかたは街

区によりまちまちで、評価が若干ゆらいでいる状

況がうかがえる。 

 

図 2-2-9. 活動への賛同率の推移 

 

2-3. 活動への参加意向 

 現在活動に参加していない居住者に将来の参

加意向を尋ねたものが図 2-3-1〜2 である。「参加

したい」と答えた回答者が各街区に 1-2 割おり、

活動を広げる上でのポテンシャルが見出せる。 

 

 

図 2-3-1. 活動への参加意向 (n=428) 

 

 
図 2-3-2. 街区と活動への参加意向 

 

 性別、年齢、家族構成と活動への参加意向との

関係を示したものが図 2-3-3〜8 である。いずれ

も際立った傾向は見られないが、UR では子育て

世帯の方が高い活動への参加意欲を示している

（図 2-3-8）。 
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図 2-3-3. 性別と活動への参加意向 

 

図 2-3-4. 性別と活動への参加意向 

 

図 2-3-5. 年齢と活動への参加意向 

 

図 2-3-6. 年齢と活動への参加意向 

 

図 2-3-7. 家族構成と活動への参加意向 

 

図 2-3-8. 家族構成と活動への参加意向 

 

 図 2-3-9 は、活動に「参加したい」と答えた回

答者に、その際にイメージする参加形態を尋ねた

ものである。表 2-3 は、まちにわの活動への参加

意向で「その他」の回答者の自由コメントである。 
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図 2-3-9. 参加したい形態 (n=59) 

 

表 2-3. 活動への参加意向「その他」自由回答（抜粋） 

⚫ 活動に参加したいが、今は十分な時間が取れず、責任をもってできないから。／男性 60 代 

⚫ あまり興味ない／ 男性 70 代 

⚫ やりたいものが見つかればするかもしれない。／ 女性 30 代 

⚫ 参加したいが時間が取れない。／女性 70 代 

⚫ 時間的ゆとりがない／ 女性 70 代 

⚫ 子どもが幼いうちは参加できませんが、将来的には参加できるときは参加したいと考えております。／男性 30

代 

⚫ 子供がいても何かできるならやってみたいです。／女性 20 代 

⚫ 小さい子供がいるため、参加できる範囲であれば参加したい。／ 女性 30 代 

⚫ 客として見たい・買いたい／女性 70 代 

⚫ 自分の活動に忙しいため／ 女性 70 代 

⚫ 高齢すぎるから／ 女性 70 代 

⚫ 1 人でも参加しやすいようであれば参加してみたい／  女性 70 代 

⚫ 高齢のため／UR 女性 80 代以上 

⚫ イベントにより参加したい／ 男性 30 代 

⚫ 参加したいが、他用が多く行けない。／ 男性 60 代 

⚫ 少しイベント等に参加してから考える／男性 80 代以上 

⚫ 時間がない／ 男性 80 代以上 
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3. 「ひばりテラス 118」について

 続いてエリアマネジメントの拠点となる「ひば

りテラス 118」（以下「ひばりテラス」）の利用状

況をみる。ひばりテラスは旧ひばりが丘団地のテ

ラスハウス 1棟を改修したコミュニティセンター

である。まちにわの事務所のほか、大小６つのコ

ミュニティスペース、仕事や趣味に時間に使える

パーソナルスペース、飲食ができるカフェ、共同

菜園や芝生広場カーシェアを備えている。 

3-1. ひばりテラスの利用状況 

 図 3-1-1 は、直近 1 年間にひばりテラスを利用

したことがあるかを尋ねたものである。分譲の各

街区はおよそ 6−８割の高い利用率を示している

が、1 番街とプレミストが 6 割とやや低い。いず

れも、拠点から遠い位置にあるという立地条件も

理由のひとつとして考えられる。 

 現在ひばりテラスには、趣味や親睦の集まりな

どに使える 6 部屋の貸切料金制「コミュニティス

ペース」、外部からも直接アクセス可能な「カフェ」

と「フラワーショップ」、地域の作家のハンドメイ

ド物品などを販売する「HACO NIWA（レンタル

ショーケース）」などが入っている。それらの利用

率は、「カフェ」が 5 割と最も高く、「コミュニテ

ィスペース」「フラワーショップ」「HACO NIWA」

と続く（図 3-1-2）。 

また、図 3-1-3〜6 には各施設の利用状況の変

遷、図 3-1-7 には、各施設の利用回数を示した（0

回を除く）。 

 

 

図 3-1-1. 街区とひばりテラスの利用状況 

 

図 3-1-2. ひばりテラスの利用状況  

 

図 3-1-3. 「利用した」割合の推移 
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図 3-1-4. 「利用してみたい」割合の推移 

 

図 3-1-5. 「利用したいと思わない」割合の推移 

 

図 3-1-6. 「知らなかった」割合の推移 

 

図 3-1-7. ひばりテラスの利用回数 

 

 図 3-1-8〜13 は、性別、年齢、家族構成とひば

りテラスの利用状況の関係を示したものである。

分譲では、これらの属性が施設の利用状況を大き

く左右はしていないが、UR 街区では、女性や子

育て世帯の利用率の高さが読み取れる。 

 

図 3-1-8. 性別とひばりテラスの利用状況 

 

図 3-1-9. 性別とひばりテラスの利用状況 

 

図 3-1-10. 年齢とひばりテラスの利用状況 
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図 3-1-11. 年齢とひばりテラスの利用状況 

 

図 3-1-12. 家族構成とひばりテラスの利用状況 

 

図 3-1-13. 家族構成とひばりテラスの利用状況 

 

3-2. コミュニティスペースの利用状況 

 図 3-2-1 に街区とコミュニティスペース（CS）

の利用状況との関係、図 3-2-2〜7 に性別、年齢、

家族構成と CS の利用状況との関係を示す。図 3-

3-8 は、コミュニティスペース（CS）の利用率の

推移を街区別に示したものである。 

 
図 3-2-1. 街区とコミュニティスペースの利用状況 

 

図 3-2-2. 性別とコミュニティスペースの利用状況 

 

図 3-2-3. 性別とコミュニティスペースの利用状況 
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図 3-2-4. 年齢とコミュニティスペースの利用状況 

 

図 3-2-5. 年齢とコミュニティスペースの利用状況 

 

図 3-2-6. 家族構成と CS の利用状況 

 

図 3-2-7. 家族構成と CS の利用状況 

 

図 3-2-8. 街区と CS の利用率の推移 

 

3-3. HACO NIWA の利用状況 

 図 3-3-1 に街区と HACO NIWA（地域の作家

のハンドメイド物品などを販売する「レンタルシ

ョーケース）の利用状況との関係、図 3-3-2〜8 に

性別、年齢、家族構成と HACO NIWA の利用状

況との関係を示す。 
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図 3-3-1. 街区と HACO NIWA の利用状況 

 

図 3-3-2. 性別と HACO NIWA の利用状況 

 

図 3-3-3. 性別と HACO NIWA の利用状況 

 

図 3-3-4. 年齢と HACO NIWA の利用状況 

 

図 3-3-5. 年齢と HACO NIWA の利用状況 

 

図 3-3-6. 家族構成と HACO NIWA の利用状況 
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図 3-3-7. 家族構成と HACO NIWA の利用状況 
 

図 3-3-8. 街区と HACO NIWA の利用率の推移 

 

3-4. カフェの利用状況 

 図 3-4-1 に街区とカフェの利用状況との関係、

図 3-4-2〜7 に性別、年齢、家族構成とカフェの

利用状況との関係を示す。図 3-4-8 は、カフェの

利用率の推移を街区別に示したものである。 

 

図 3-4-1. 街区とカフェの利用状況 

 

図 3-4-2. 性別とカフェの利用状況 

 

図 3-4-3. 性別とカフェの利用状況 

 

図 3-4-4. 年齢とカフェの利用状況 
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図 3-4-5. 年齢とカフェの利用状況 

 

図 3-4-6. 家族構成とカフェの利用状況 

 

図 3-4-7. 家族構成とカフェの利用状況 

 
図 3-4-8. 街区とカフェの利用率の推移 

 

3-5. フラワーショップの利用状況 

 図 3-5-1に街区とフラワーショップの利用状況

との関係、図 3-5-2〜7 に性別、年齢、家族構成と

フラワーショップの利用状況との関係を示す。 

 

図 3-5-1. 街区とフラワーショップの利用状況 
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図 3-5-2. 性別とフラワーショップの利用状況 

 

図 3-5-3. 性別とフラワーショップの利用状況 

 

図 3-5-4. 年齢とフラワーショップの利用状況 

 

図 3-5-5. 年齢とフラワーショップの利用状況 

 

図 3-5-6. 家族構成とフラワーショップの利用状況 

 

図 3-5-7. 家族構成とフラワーショップの利用状況 
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図 3-5-8. 街区とフラワーショップの利用率の推移 

 

 

 

 

 

 

3-６. ひばりテラスの現状認識 

ひばりテラスは現在どういう場だと感じるか。

その現状認識を街区ごとに示したものが、図 3-6-

1 である（複数回答）。まず分譲街区の現状認識を

見てみると、「交流の場」が最も多く、「憩いの場」、

「趣味の場」、「情報発信の場」、「学びの場」、「見

守りの場」、「助けが見つかる場」と続く。UR 街

区は、分譲街区と傾向が似ているが、比較的認識

の度合いが薄いのが現状である。 

 図 3-6-2〜4 には、性別、年齢、家族構成とひば

りテラスの現状認識の関係を示した。 

 図 3-6-5〜6 は、イベント参加の有無、施設利

用の有無とひばりテラスの現状認識の関係を示

したものである。イベントの参加や施設利用の経

験があると、ひばりテラスの場所としてのイメー

ジがより明確になることがうかがえる。 

 

図 3-6-1. 街区とひばりテラスの現状認識 
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図 3-6-2. 性別とひばりテラスの現状認識 

 

図.3-6-3 年齢とひばりテラスの現状認識 

 

図 3-6-4. 家族構成とひばりテラスの現状認識 

 

図 3-6-5. イベント参加とひばりテラスの現状認識 



 

 29 

 

図 3-6-6. 利用の有無とひばりテラスの現状認識 

 

 図 3-6-7〜8 は、ひばりテラスがどのような場

所かについての現状認識がどう推移してきたか

を、分譲街区、UR 街区それぞれで示したもので

ある。両街区ともに、「趣味の場」としての認識は、

2015 年には少なかったが、その後大きな伸びを見

せている。 

 

図 3-6-7. ひばりテラスの現状認識の推移 (分譲) 

 

図 3-6-8. ひばりテラスの現状認識の推移 (UR) 

 

 図 3-6-9〜13 には、「交流の場」「憩いの場」「見

守りの場」「趣味の場」「情報発信の」としての認

識が各街区でどう推移してきたを示した。 

 

図 3-6-9. 「交流の場」としての現状認識の推移 
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図 3-6-10. 「憩いの場」としての現状認識の推移 

 

図 3-6-11. 「見守りの場」としての現状認識の推移 

 

図 3-6-12. 「趣味の場」としての現状認識の推移 

 

図 3-6-13. 「情報発信の場」としての現状認識の推移 
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 表 3-6 は、ひばりテラスの現状認識についての自由記述である。 

 

表 3-6. ひばりテラスの現状認識「その他」自由回答（抜粋） 

⚫ 母と子の場／ 女性 60 代 

⚫ 身近ではないところ／ 男性 30 代 

⚫ 風景の１つ／ 男性 40 代 

⚫ 何をしているかわからない。ゆえに入っていきにくい。／ 

⚫ 一部の人たちが交流している場、幼児のいる人たちの集う場／ 女性 40 代 

⚫ わからない／ 男性 50 代 

⚫ 商業施設／ 男性 30 代 

⚫ わからない／ 女性 60 代 

⚫ 不必要な場／ 女性 50 代 

⚫ 若い人の交流の場／ 女性 80 代以上 

⚫ わからない／女性 80 代以上 

⚫ 癒しの場／ 男性 30 代 

⚫ 未経験わからない／男性 80 代以上 

3-7. ひばりテラスへの期待 

 ひばりテラスが今後どんな場になって欲しい

か。その期待を街区ごとにそれぞれ示したものが、

図 3-7-1 である（複数回答）。今後どういう場にな

って欲しいかの期待は、現状認識と比較して要素

間の開きが小さく、拠点に寄せられた期待の幅広

さがうかがえる。その結果、「見守りの場」「助け

が見つかる場」などは期待と現状認識のギャップ

が大きい要素となっている。 

 性別、年齢、家族構成とひばりテラスの現状認

識の関係は、図 3-7-2〜4 に示した通りである。 

 図 3-7-5〜6 は、イベント参加の有無、施設利

用の有無とひばりテラスの現状認識の関係を示

したものである。 



 

 32 

 

図 3-7-1. 街区とひばりテラスへの期待 

 

図 3-7-2. 性別とひばりテラスへの期待 

 

図 3-7-3. 年齢とひばりテラスへの期待 

 

図 3-7-4. 家族構成とひばりテラスへの期待 
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図 3-7-5. イベント参加とひばりテラスへの期待 

 

図. 3-7-6 利用の有無とひばりテラスへの期待 

 

 図 3-7-7〜8 は、ひばりテラスがどのような場

所かについての現状認識がどう推移してきたか

を、分譲街区、UR 街区それぞれで示したもので

ある。 

 図 3-7-9〜13 には、「交流の場」「憩いの場」「見

守りの場」「趣味の場」「情報発信の」への期待が

各街区でどう推移してきたを示した。 

 

 

図 3-7-7. ひばりテラスへの期待の推移 (分譲) 

 

図 3-7-8. ひばりテラスへの期待の推移 (UR) 
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図 3-7-9. 「交流の場」としての期待の推移 

 

図 3-7-10. 「憩いの場」としての期待の推移 

 

図. 3-7-11 「見守りの場」としての期待の推移 

 

図 3-7-12. 「趣味の場」としての期待の推移 

 

図 3-7-13. 「情報発信の場」としての期待の推移 
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 表 3-7 は、ひばりテラスへの期待についての自由記述である。 

表 3-7. ひばりテラスへの期待「その他」自由回答 （抜粋） 

⚫ 安心できる場所／ 男性 30 代 

⚫ 不要／ 男性 40 代 

⚫ 簡易託児施設の設置／ 男性 20 代 

⚫ 風景の１つ／ 男性 40 代 

⚫ 世代を超え幼い人だけでなく高齢の人も、男女も利用できる場／ 女性 40 代 

⚫ わからない／男性 50 代 

⚫ 交流の場を発展させた形（ex.朝活、組合員が旗振りをしての〇〇教室、〇〇サークル）／ 男性 40 代 

⚫ 子供が遊べる場／女性 30 代 

⚫ 小洒落てなくても良い、若者向き以外も／女性 70 代 

⚫ 日用品販売して欲しい・食品・家庭用品・エステ。美容関係／ 女性 70 代 

⚫ 色々な世代の交流の場／ 女性 80 代以上 

⚫ エリアマネジメントの中枢／男性 30 代 

 

3-8. ひばりテラスの現状認識と期待 

 以上で見たひばりテラスへの現状認識と期待

をまとめたものが図 3-8-1〜2 である（図 3-8-1

は件数単位、図 3-8-2 は%単位）。 

図 3-7-1. ひばりテラスの現状認識と期待 (n=446) 

 

 

 

図 3-7-2. ひばりテラスの現状認識と期待 (n=449) 
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3-9. ひばりテラスの利用・活動に対する意見・感想・アイデア 

 ひばりテラスの利用・活動に対する意見・感想・アイデアの自由コメントを表 3-9 に示す。 

 

表 3-9. ひばりテラスの利用・活動に対する意見・感想・アイデア（抜粋） 

⚫ 安心して安全に住み続けられる街を目標に生活の質向上を図るための座談会を開催し、アイデアを募る。／ 男

性 60 代 

⚫ 老若男女問わず参加できる講演、講座があったらいいと思う。／女性 50 代 

⚫ 地域活動の拠点として大きな役割を担っていると思う。／ 男性 30 代 

⚫ カフェが大人気すぎて混み過ぎて気軽に利用できなくなり残念。／女性 40 代 

⚫ 2019 年度もあと 3 か月となりましたが、デベロッパーが正社員から抜けた後の社団法人の運営について、改め

て説明の場を設けていただきたくお願いいたします。／男性 30 代 

⚫ インターネットでお部屋を予約する際、「NECCO」？「TANE」？となってしまうので部屋名だけでなく、間取り

も加えてほしいです。／女性 30 代 

⚫ 託児施設があると助かります。／ 女性 30 代 

⚫ カフェで友人とのおしゃべり、デザートを楽しみにしています。／ 女性 30 代 

⚫ 助け合いの場→お手伝い、ベビーシッターなどを紹介する。小さなお子様向けのイベントが多いので、もう少し

小中学生の相談できるセミナーやイベントを行ってほしい。／女性 40 代 

⚫ 「COMMA COFFEE」がテレビに取り上げられるのを見るとうれしくなります。今後もこのまま人気を維持し

てほしいです。／ 男性 30 代 

⚫ 息子もひばりテラスに立ち寄ることを楽しみになっているようです。受付のスタッフの方々のいつも明るくむか

えてくださり、ありがとうございます。／ 女性 30 代 

⚫ ひばりテラスが居住者に対して、物理的に狭すぎて参加すること自体遠慮してしまう。参加できるイメージがわ

かない。子育て世代の親以外（子ども同士、中高齢者、世代間）が参加できる企画がない。／女性 50 代 

⚫ 幅広い年齢層が参加できるイベントをしてほしい（毎年そう希望していますが）。／女性 60 代 

⚫ お手伝いできることは参加したいと思っています。／ 女性 70 代 

⚫ 子供、幼児向けのイベントが多いので、大人か新しいことを学べるものが多くなることを望みます。／ 女性 70

代 

⚫ 定期的にフィードバックがあるため、活動がみえていて良いと思います。／ 男性 40 代 

⚫ シニアが利用できる工夫をしてほしい。／ 男性 60 代 

⚫ 子育て世代が参加できるイベントを増やしてほしい(〜￥1000 くらいの参加費で)。告知ももっと積極的に行って

ほしい。／ 女性 30 代 

⚫ 子どもも含めた活動を増やした方がいいのではないかと感じます。子ども会のようなものではなく、子どもが参

加することによって活動も活発になるのでは。／ 女性 30 代 

⚫ スタッフの方とよくお会いするが、名前やなにをしているのかわからないため上手く話せない。身近な場所なの

でもう少し知りたい。／ 女性 30 代 

⚫ 無農薬や地場野菜の販売を行うなど生活に根差したものがあるといいなと思います。習い事の先生をスカウトし

てくるのも良いのでは？／ 女性 40 代 

⚫ スペース利用講座に参加しているが、冬場は少し肌寒くて体を動かしても冷えてしまう。／女性 50 代 
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⚫ 周辺の自然観察イベント等があれば参加したい。／ 男性 40 代 

⚫ 色々なイベントや習い事などを開催しているが単発のイベントが特に参加費が高すぎる気がします。もう少し気

軽に参加できる価格設定（1000 円前後等）だともう少し参加したいなと思えます。／ 女性 20 代 

⚫ 気軽に行く感じがもう少しあると活用しやすいと思う／ 女性 30 代 

⚫ おしゃれなショップや美味しいパン屋さんなどが入って欲しいです／ 女性 40 代 

⚫ なかなかタイミングがあわず、イベントに参加することができませんでした。／ 女性 30 代 

⚫ 様々なイベントがあり、少ししか参加できませんが楽しく暮らすことが出来ています。コンマコーヒーと風葉花

が大好きです♡／ 女性 30 代 

⚫ パンや野菜の販売があれば、ふらっと立ち寄りやすいです。／女性 30 代 

⚫ 日頃働いている母親が土日に子どもを参加できるイベントが増えると嬉しいです。／ 女性 30 代 

⚫ 子育て世代以外でも参加できるものがあると良い。子供がいないと行き辛い。／ 女性 40 代 

⚫ 利用の仕方がよくわからない。／ 女性 50 代 

⚫ 高齢者の交流の場が出来たらと思います。／ 女性 70 代 

⚫ 自分の得意としていることを、子どもたちに伝えたり教えたりするイベントを開きたい（かけっこ教室など）。テ

ーマを決め、目的意識を高く持っている大人同士での朝活や昼活（土日など）。／ 男性 40 代 

⚫ バスツアーで近隣の人と仲良くなりたい／ 女性 30 代 

⚫ イベントが子連れママ中心なので参加しにくい。行っても買わないと行けなそうで、入りにくい。眺めているだ

けのことが多い。話をしたことがあるが、付近のことを知らないので会話が進まなかった。／女性 30 代 

⚫ 子育て世代の家族が多く、私も小さい子供がいるので子育てに関する著名人の講演会などを開催してほしい。小

学生(低学年)の預け先に困ることが多く、小学生を預けられる場所を提供してほしい。保育士さんなどに預けら

れればお料理教室を開催してほしい。／女性 30 代 

⚫ 用事がないと行くことのない場所。テラスで行っていた、習い事がなくなったら活動も全く分からなくなった。

／女性 30 代 

⚫ もっと子育て世代が気兼ねなく利用できるオープンスペースにしてほしい。芝生で遊べるように、コンカフェで

お茶しながら、子供を芝生で遊ばせられるようになるともっと利用したい。／ 女性 30 代 

⚫ 若い人たちの活動、集まる場のイメージが強いです。幅広い年代の方が参加できるようなイベント、参加しやす

いイベントがあるといい。／ 女性 50 代 

⚫ 若者だけに限らずなんらかを考えてください。気軽にいけるように。／女性 60 代 

⚫ 参加したく思いますが、若い世代の方が多く、老人は遠慮してしまうとか。私も老人ですが世代交流の場になれ

ば嬉しいと思います。／ 女性 80 代以上 

⚫ スタッフとお話しできる機会があれば嬉しいです。ひばりテラス１１８の雰囲気が大好きです。／男性 30 代 

⚫ 外国人にも活動できるところがほしい。／ 男性 40 代 

⚫ 地域住民との交流の仲介、商業活動の支援／ 男性 40 代 

⚫ 利用・活動をしたいが、常連的な方が多く見られ、初めての方が入りづらい。／ 男性 50 代 

⚫ 前を通ると子供さんが多く喜ばしいことです。私の場合は年がいってますのでなかなか入りにくいのですが。今

後も若い人向けでよいのではないでしょうか。前の広場のごみ拾いや花の管理をするボランティアグループが欲

しい。／男性 60 代 

⚫ 1 人暮らしで、昼間仕事場に行っているので（休みなし）今のところ接点がない。いずれ必要な時が来るかもし

れないので応援してます。／男性 70 代 

⚫ 同世代の人と話したい。日本では少ないが政治や社会問題について語り合いたい。／ 50 代 
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4. 地域のつながりについて 

 エリアマネジメントの取り組みが地域のつな

がりをどう生んでいるかを把握するため、①同じ

街区やひばりが丘のまちのなかに親しく話をす

る人や頼み事ができる人がいるか、また、②まち

にわの活動やひばりテラスでの交流を通してそ

うした人が増えたか、を尋ねた。 

4-1. 親しく話をする人の有無 

 図 4-1-1 は、同じ街区内に親しく話をする人が

いるかを尋ねた結果である。これを街区別に見て

みると、入居したばかりのプレミストシーズンビ

ュー（SV）を除き、全ての街区で４−５割超が「い

る」と答えている（図 4-1-2）。 

 

図 4-1-1. 街区内で親しく話しをする人 (n=449) 

 

図 4-1-2. 街区と街区内で親しく話しをする人 

 図 4-1-3〜4 は、ひばりが丘のまちのなか（同

じ街区を含む）に親しく話をする人がいるかを尋

ねた結果を示したものである。親しく話をする人

がいる割合は、同じ街区では 48%だったものが、

ひばりが丘のまち（同じ街区を含む）まで範囲を

広げると 60%に増える。 

 

図 4-1-3. ひばりが丘で親しく話をする人 (n=473) 

 

図 4-1-4. 街区とひばりが丘で親しく話をする人 
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 図 4-1-5 には、性別、年齢、ひばりが丘での居

住年、家族構成とひばりが丘で親しく話をするひ

との有無の関係を示した。このうち、居住年数と

の関係を見てみると、居住期間が短いほど「いな

い」割合が増えるが、UR 街区と比較して分譲街

区では比較的居住年数の浅い居住者でも地域の

つながりが生まれている状況がうかがえる（図 4-

1-9）。ただし、家族構成との関係を示した図 4-1-

12 からは、分譲街区でも未成年子のいない世帯の

つながりづくりは課題であることがわかる。 

 

図 4-1-5. 性別とひばりが丘で親しく話をする人 

 

図 4-1-6. 性別とひばりが丘で親しく話をする人 

 

図 4-1-7. 年齢とひばりが丘で親しく話をする人 

 

図 4-1-8. 年齢とひばりが丘で親しく話をする人 

 

図 4-1-9. 居住年とひばりが丘で親しく話をする人 

 

図 4-1-10. 居住年とひばりが丘で親しく話をする人 
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図 4-1-11. 家族構成とひばりが丘で親しく話をする人 

 

図 4-1-12. 家族構成とひばりが丘で親しく話をする人 

 

 図 4-1-13〜14 には、ひばりが丘の外に親しく

話をする人がいるかを尋ねた結果を示した。 

 

図 4-1-13. 地域外で親しく話をする人 (n=448) 

 

図 4-1-14. 街区と地域外で親しく話をする人 

 

 同じ街区のなか、ひばりが丘の地域のなか、地

域外における親しく話をする人の有無をそれぞ

れ示すと、図 4-1-15 のようになる。 

 

図 4-1-15. 親しく話をする人の所在 

 

 図 4-1-16〜17 は、親しく話をする人がいる世

帯の割合の５年間の推移である。当初希薄だった

分譲街区でのつながりがUR街区と同水準にまで

広がっている。 
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図 4-1-16. 地域で親しく話をする人の推移 (分譲) 

 

図 4-1-17. 地域で親しく話をする人の推移 (UR) 

 

4-2. 頼み事のできる人の有無 

 頼み事ができる人について、4-1 同様の集計を

行うと、図 4-2-1〜17 のようになる。 

 

図 4-2-1. 建物内で頼み事のできる人(n=439) 

 

図 4-2-2. 街区と建物内で頼み事のできる人 
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図 4-2-3. ひばりが丘で頼み事のできる人 (n=458) 

 

図 4-2-4. 街区とひばりが丘で頼み事のできる人 

 

図 4-2-5. 性別とひばりが丘で頼み事のできる人 

 

図 4-2-6. 性別とひばりが丘で頼み事のできる人 

 

図 4-2-7. 年齢とひばりが丘で頼み事のできる人 

 

図 4-2-8. 年齢とひばりが丘で頼み事のできる人 
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図 4-2-9. 居住年とひばりが丘で頼み事のできる人 

 

図 4-2-10. 居住年とひばりが丘で頼み事のできる人 

 

図 4-2-11. 家族構成とひばりが丘で頼み事のできる人 

 

図 4-2-12. 家族構成とひばりが丘で頼み事のできる人 

 

図 4-2-13. 地域外で頼み事のできる人 (n=425) 

 

図 4-2-14. 街区と地域外で頼み事のできる人 

 

図 4-2-15. 頼み事のできる人の所在 
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図. 4-2-16 地域で頼み事ができる人の推移 (分譲) 

 

図 4-2-17. 地域で頼み事ができる人の推移 (UR) 

 図 4-2-18, 19 には、ひばりが丘の地域のなかで

親しく話をする人がいる割合、頼み事ができる人

がいる割合の推移をまとめた。 

 

図 4-2-18. ひばりが丘で頼み事ができるひとの推移

（分譲） 

 

図 4-2-19. ひばりが丘で頼み事ができるひとの推移

（UR） 

 

4-3. 親しく話をする人の変化 

 まちにわの活動やひばりテラスでの交流を通

して街区内で親しく話をする人が増えたかを尋

ねたところ、図 4-3-1〜2 の結果が得られた。 
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図 4-3-1. 街区内で親しく話しをする人の変化 

(n=416) 

 

図 4-3-2. 街区と街区内で親しく話しをする人の変化 

 

 図 4-3-3 は、まちにわの活動やひばりテラスで

の交流を通してひばりが丘の地域に親しく話を

する人が増えたかを尋ねた結果である。街区によ

って若干の差はあるものの、分譲街区では2−3割

が「増えた」と回答した（図 4-3-4）。 

 図 4-3-5〜12 は、性別、年齢、ひばりが丘での

居住年、家族構成と親しく話をする人の変化の関

係を示したものである。 

 

図 4-3-3. 地域で親しく話をする人の変化 (n=432) 

 

図 4-3-4. 街区と地域で親しく話をする人の変化 

 

図 4-3-5. 性別と地域で親しく話をする人の変化 
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図 4-3-6. 性別と地域で親しく話をする人の変化 

 

図 4-3-7. 年齢と地域で親しく話をする人の変化 

 

図 4-3-8. 年齢と地域で親しく話をする人の変化 

 

図 4-3-9. 居住年と地域で親しく話をする人の変化 

 

図 4-3-10. 居住年と地域で親しく話をする人の変化 

 

図 4-3-11. 家族構成と地域で親しく話をする人の変化 

 

図 4-3-12. 家族構成と地域で親しく話をする人の変化 
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 図 4-3-13〜14 に、まちにわのイベントへの参

加およびひばりテラスの利用の有無と親しく話

をする人の変化の関係を示した。イベントへの参

加者は、分譲街区と UR 街区ともに４割が親しく

話をする人が「増えた」と答えている。ひばりテ

ラスの利用者も、ほぼ同等の回答である。 

 

 

図 4-3-13. イベントへの参加状況と 

地域で親しく話をする人の変化 

 

図 4-3-14. イベントへの参加状況と 

地域で親しく話をする人の変化 

 

図 4-3-15. ひばりテラスの利用状況と 

地域で親しく話をする人の変化 

 

図 4-3-16. ひばりテラスの利用状況と 

地域で親しく話をする人の変化 

 まちにわの活動や拠点を通じた新しいつなが

りは、分譲街区の居住者内では年々増えていたが、

今回初めて「変わらない」が増えた（図 4-3-17）。

一方、UR 街区の居住者は、それが停滞傾向にあ

る（図 4-3-18）。 

 

図 4-3-17. 地域で親しく話をする人の変化の推移 

(分譲) 

 

図 4-3-18. 地域で親しく話をする人の変化の推移 

(UR) 

 

 図 4-3-19〜20 は、地域外で親しく話をする人

がまちにわのイベントなどを通じて増えたかを

示したものである。 
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図 4-3-19. 地域外で親しく話をする人の変化 (n=413) 

 

図 4-3-20. 街区と地域外で親しく話をする人の変化 

 

 図 4-3-21 には、街区内、地域内、地域外におけ

る親しい人の変化の有無をまとめた。 

 

図 4-3-21. 親しく話をする人の変化 
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4-4. 頼み事のできる人の変化 

 頼み事ができる人について、4-3 同様の集計を

行うと、図 4-4-1〜20 のようになる。 

 

図 4-4-1. 建物内で頼み事のできる人の変化 (n=406) 

 

図 4-4-2. 街区と建物内で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-3. 地域で頼み事のできる人の変化 (n=421) 

 

図 4-4-4. 街区と地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-5. 性別と地域で頼み事のできる人の変化 
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図 4-4-6. 性別と地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-7. 年齢と地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-8. 年齢と地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-9. 居住年と地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-10. 居住年と地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-11. 家族構成と地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-12. 家族構成と地域で頼み事のできる人の変化 
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図 4-4-12. イベントへの参加状況と 

地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-13. イベントへの参加状況と 

地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-14. ひばりテラスの利用状況と 

地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-15. ひばりテラスの利用状況と 

地域で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-16. 地域で頼み事ができる人の変化の推移  

(分譲) 

 

図 4-4-17. 地域で頼み事ができる人の変化の推移  

(UR) 

 

図 4-4-18. 地域外で頼み事のできる人の変化 (n=402) 
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図 4-4-19. 街区と地域外で頼み事のできる人の変化 

 

図 4-4-20. 頼み事のできる人の変化 

 

4-５. まちにわやひばりテラスでの交流をきっかけに生まれた地域のつながり 

 まちにわやひばりテラスでの交流をきっかけに生まれた地域のつながりについての自由コメントを

表 4-5 に示す。 

表 4-5. まちにわやひばりテラスでの交流をきっかけに生まれた地域のつながり（抜粋） 

⚫ 幼稚園のお母さまがコミュニティスペースを借りて、クラスの子を集めて遊ぶ機会を作ってくれたおかげで、なか

なかお話できない方とお話が出来た。／ 女性 40 代 

⚫ イベントキャストを通して／ 女性 40 代 

⚫ マンション内の防災組織ができるきっかけになった／女性 60 代 

⚫ 「はこにわ」に参加することでたくさんの人と知り合うことが出来ました。これから「親しく話す人」を増やす努

力をしたい。／ 女性 70 代 

⚫ 夏祭り／ 男性 30 代 

⚫ ひばりが丘団地の方々との交流／ 男性 30 代 

⚫ ゴルフ倶楽部、忘年会、リレーマラソンへの参加、西武ライオンズの応援、団地との交流／ 男性 40 代 

⚫ なにが「まちにわ」なのか「ひばりテラス」なのか不明。あの団地施設をなんと読んだらよいのかわからない。／ 

女性 30 代 

⚫ マンション内での知り合いが増えてとても心強いです。人間関係や知り合いをつくる良いチャンスになりました。

／ 女性 40 代 

⚫ 今は子ども中心で、自身の趣味の場として利用できていないのが現実です。子供が大きくなり手が離れれば、周り

の人との交流を増やしていきたいと考えています。／ 男性 20 代 

⚫ マルシェ／ 男性 30 代 

⚫ 同じマンション（同じコミュニティ）に限定したイベントがあれば参加しやすい気がします。子どもが小さいの

で、同じ年齢に限定したイベントがあれば、子供が小さいことを気にせず参加できると思います。／ 男性 30 代 

⚫ 菜園の活動／ 男性 40 代 

⚫ 全くない／  
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⚫ ハロウインイベントを通じて子供も親も輪が広がった。／ 女性 30 代 

⚫ 同級生のグループ会を開催させてもらいました／ 女性 30 代 

⚫ 犬の散歩中に交流（犬友）あり。情報など参考になったり、古くからの住民からも歴史を教えてもらえた。／女性 

60 代 

⚫ まだありません／ 男性 40 代 

⚫ 保育園の母友が同じマンションやひばりが丘（他のマンション）で複数いて、仲良くなりました♪／女性 30 代 

⚫ 風葉花のスタッフの方がいつも気さくに話かけて頂いてとても嬉しいです。／ 女性 30 代 

⚫ 地域のつながりまではなかなかいきませんが、個人的に時々お茶を飲んだりしながら、情報交換等をしています。

／ 女性 30 代 

⚫ にわマルシェの出店者さんと顔なじみになれて、ひばりが丘で知り合いがゼロに近かったので少し新しい場所に

対する不安がなくなりました。／女性 20 代 

⚫ まちジャムで知り合いができた／ 女性 40 代 

⚫ まちにわリビングで子育て世代のママさんと交流ができた。／ 女性 40 代 

⚫ 年配者も気軽に 1 人でも顔を出せるような場所が欲しいと思います／女性 70 代 

⚫ 特にない／ 女性 80 代以上 

⚫ にわマルシェに参加した時、出店していたお店の人とお話ができ、名刺をいただきました。まだ行けていませんが

お店にもいきたいと思います。／男性 30 代 
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5. ひばりが丘というまちについて 

 本調査では、まちへの愛着がエリアマネジメン

トの活動を根付かせていく上でのひとつの基盤

となると考え、アンケートにもそれを問う設問を

設けてきた（5-1）。また、今年度からは、顧客の

企業や商品への推奨度を測る「ネットプロモータ

ースコア（NPS）」という指標についての設問を加

えた。 

5-1. 「自分のまち」という思い 

 ひばりが丘を「自分のまち」と感じるかを尋ね

たところ、図 5-1-1 の結果が得られた。街区ごと

の現状からは、入居開始から時間の経過した街区

ほどまちへの愛着が育まれていることがわかる

（図 5-1-2）。 

 図 5-1-3〜10 には、性別、年齢、ひばりが丘で

の居住年、家族構成との関係を示した。前述した

時間と愛着の相関は、居住年数とまちへの愛着を

示した図 5-1-9〜10 により顕著に表れている。ま

た、年齢との関係を見てみると、居住歴の比較的

長い UR 街区の居住者は、年齢が高くなるほどま

ちへの愛着も増していく傾向が確認できる（図 5-

1-6）。ただし、入居から比較的まもない分譲街区

では、むしろ若い世代の方がまちへの愛着は強い。 

 

図 5-1-1. 「自分のまち」という思い 

 

図 5-1-2. 街区と「自分のまち」という思い 

 

図 5-1-3. 性別と「自分のまち」という思い 
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図 5-1-4. 性別と「自分のまち」という思い 

 

図 5-1-5. 年齢と「自分のまち」という思い 

 

図 5-1-6. 年齢と「自分のまち」という思い 

 

図 5-1-7. 家族構成と「自分のまち」という思い 

 

図 5-1-8. 家族構成と「自分のまち」という思い 

 

図 5-1-9. 居住年数と「自分のまち」という思い 
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図 5-1-10. 居住年数と「自分のまち」という思い 

 

 図 5-1-11〜14 には、まちへの愛着とエリアマ

ネジメントの趣旨への賛同状況および活動への

参加意向の関係を示した。まちへの愛着が強いほ

ど、活動に「賛同する」回答者は増える。 

 

図 5-1-11. 「自分のまち」という思いと活動への賛同 

 

図 5-1-12. 「自分のまち」という思いと活動への賛同 

 

図 5-1-13. 自分のまちという思いと活動への参加意向 

 
図 5-1-14. 自分のまちという思いと活動への参加意向 
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 まちへの愛着は、人とのつながりのなかでも育

まれるものと考えられる。「親しい人」の有無との

関係を見てみると、分譲街区・UR 街区とも、「親

しい人」が「いない」「どちらとも（いえない）」

回答者は、愛着を「強く感じる」ことがほとんど

なかった（図 5-1-15〜16）。 

 

図 5-1-15. ひばりが丘で親しく話をする人の有無と

「自分のまち」という思い 

 

図 5-1-16. ひばりが丘で親しく話をする人の有無と

「自分のまち」という思い 

 

5-2. まちの推奨度 

 図 5-2-1〜2 は、「あなたはひばりが丘というま

ちを親しい友人やご家族にどの程度勧めたいと

思いますか」について、0 点から 10 点の 11 段階

で回答を得たものである。これはネットプロモー

タースコア（NPS）と呼ばれる顧客の企業や商品

への推奨度を測る指標として用いられるもので、

0-6 点の評価をした者を「批判者」、7-8 点を「中

立者」、9-10 点を「推奨者」と捉えている。以下、

本報告書でも、その分類に従って集計を進める。 

 図 5-2-3〜6 は、性別、年齢、ひばりが丘での居

住年、家族構成と NPS の関係を示したものであ

る。 

 

図 5-2-1. まちの推奨度 (n=464) 
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図 5-2-2. 街区とまちの推奨度 

 

図 5-2-3. 性別と NPS 

 

図 5-2-4. 年齢と NPS 

 

図 5-2-5. 家族構成と NPS 

 

図 5-2-6. ひばりが丘での居住年と NPS 

 

 図 5-2-3〜6 には、NPS と活動への賛同、イベ

ントへの参加状況、まちにわの認知度、自分のま

ちという思い、親しく話をする人の有無との関係

を示した。NPS が高い居住者ほど、まちにわのイ

ベントへの参加率やまちにわの活動の認知度が

高く、まちへの愛着も強い。 
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図 5-2-7. NPS と活動への賛同 

 

図 5-2-7. NPS とイベントへの参加状況 

 

図 5-2-8. NPS とまちにわの認知度 

 

図 5-2-9. NPS と親しく話をする人の有無 

 

図 5-2-10. NPS と自分のまちという思い 
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5-3. まちの魅力 

 ひばりが丘のまちの魅力を上位 3つまで尋ねた

（図 5-3-1〜2）。 

 魅力は「自然環境」「まち並み・景観」「買い物

のしやすさ」「安心・安全な地域」に集中している。

分譲街区では「子育てのしやすさ」、UR 街区では

「高齢者の暮らしやすさ」が突出している点は特

徴的である。 

 

図 5-3-1. まちの魅力：1 位 

 
図 5-3-2. まちの魅力：1-3 位 
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 表 5-3 に、まちの「その他」の魅力として挙げられた自由コメントを示す。 

表 5-3. まちの魅力「その他」自由回答 （抜粋） 

⚫ 自然災害などの災害の少なさ／女性 40 代 

⚫ 安全な広場／ 男性 40 代 

⚫ 公園の多さ／ 女性 20 代 

⚫ 道の広さや明るさ／ 女性 20 代 

⚫ 団地に近づくと歩道が広い。電柱が少ない。／ 女性 60 代 

⚫ 広場がたくさん／ 男性 40 代 

⚫ 緑が多い／ 男性 60 代 

⚫ マンション同士のつながり／ 男性 40 代 

⚫ 人／ 女性 40 代 

⚫ 適度な自然感／女性 50 代 

⚫ 適度な都心感／ 女性 50 代 

⚫ 適度な便利さ／女性 50 代 

⚫ あまりに変化が大きくて戸惑っています／ 女性 60 代 

⚫ 静かさ／ 女性 70 代 

⚫ バスが頻繁に来ているので便利／ 女性 80 代以上 

⚫ 利便性／ 男性 70 代 
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5-4. まちの課題 

 まちの魅力と同様に、まちに望むものについて、

3 位以内で回答を得た（図 5-4-1〜2）。 

 魅力が特定の項目に集中したのと対照的に、課

題は「安心・安全な地域」を筆頭に、「まちの活気」

「世代を超えたつながり」「買い物のしやすさ」

「高齢者の暮らしやすさ」「子育てのしやすさ」な

ど広範に及ぶ。「世代を超えたつながり」は両街区

が共通して重要視する地域の課題である。 

 

図 5-4-1. まちの課題：1 位 

 

図 5-4-2. まちの課題：1-3 位 
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 表 5-4 に、まちの「その他」の課題として挙げられた自由コメントを示す。 

 

表 5-4. まちの課題「その他」自由回答 （抜粋） 

⚫ 医療機関の充実／ 女性 40 代 

⚫ 周辺道路の整備（狭い道が多すぎる）／ 男性 60 代 

⚫ ひばりが丘駅までの安全な道がない／ 女性 30 代 

⚫ 治安の良さ／女性 30 代 

⚫ 医療機関の充実／ 女性 50 代 

⚫ 公共施設（市役所、銀行）／ 女性 60 代 

⚫ 駐車場が遠い／ 女性 70 代 

⚫ 人的なつながり／ 男性 30 代 

⚫ 飲食店の増加／ 女性 40 代 

⚫ おいしいパン屋、レストラン／ 男性 40 代 

⚫ 保育園希望する人すべてが入園できるくらいほしい／ 男性 40 代  

⚫ 障害児施設／ 男性 40 代 

⚫ ファミレス／男性 60 代 

⚫ 保育園／ 女性 20 代 

⚫ 道幅の整備／女性 30 代 

⚫ 駅までの道が途中から狭くて怖い／ 女性 40 代 

⚫ 成城石井や福島屋のようなスーパーも欲しいです／女性 40 代 

⚫ 道の広さ／ 男性 40 代 

⚫ 飲食店／ 女性 30 代 

⚫ 道路の整備／女性 30 代 

⚫ 地域の統一感／ 女性 50 代 

⚫ 便利な店舗(洋服販売)／女性 50 代 

⚫ 暮らしやすさ（全世代）／ 女性 50 代 

⚫ 質の良い大規模な職場／ 女性 50 代 

⚫ 静かさ／ 女性 70 代 

⚫ 団地内の友人はできない／女性 80 代以上 

⚫ 住民のモラル（ゴミ捨て方・ポイ捨て）／ 女性 80 代以上 

⚫ 自分が一人になったら住んでいられない／女性 80 代以上 

⚫ 外国人センター／ 男性 40 代 

⚫ 教育（特に外国人の子供たちへの教育）／ 男性 60 代 

⚫ 清閑／ 男性 70 代 
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5-5. ひばりが丘のまちづくりに対する意見・感想・アイデア 

 表 5-5 は、ひばりが丘のまちづくりに対する意見・感想・アイデアの自由コメントである。 

 

表 5-5. ひばりが丘のまちづくりに対する意見・感想・アイデア（抜粋） 

⚫ 譲りたいもの、欲しいものの掲示板、拠点になってほしい。／ 女性 40 代 

⚫ 最近物騒な事件が近隣で起きているので安全な地域を目指し、周囲の人と交流を持っていきたい。／ 女性 40

代 

⚫ 若い世代が多く、まちづくりに参加する余裕が乏しいと思う。高齢世代を取り込むような取り組みが必要だと思

う。／男性 60 代 

⚫ 老若男女全般の求めに応じられる豊かなまちづくりをテーマに 1 歩着実に進める長期計画を策定してほしい。／ 

男性 60 代 

⚫ まちにわがあるおかげで住むということが「寝る場所」から「暮らす場所」になっていると思います。新しい試

みで大変なことも多いと思いますがこれからもよろしくお願いします。／ 女性 30 代 

⚫ 「まちにわひばりが丘」や「ひばりテラス」等はほかの地域にないひばりが丘団地の特色だと思うので、今後も

より活発に色々なイベントなどを開催し、街の活性化につなげてほしいと思います。／ 男性 30 代 

⚫ 様々なイベントをいつも開催していただき、本当にありがとうございます。これからもっともっと子どもが大き

くなり、楽しく参加できるものが増えるかなと思うと嬉しいです。1 年間お疲れさまでした。／ 女性 30 代 

⚫ ほとんど活動に参加したことがありませんが、活気ある取り組みに感謝しています。／ 女性 50 代 

⚫ 若い人は住みやすいと思う。／ 女性 60 代 

⚫ 「まちにわひばりが丘」のおかげでいろいろなイベントの開催や地域のつながりが出来ていると思います。／男

性 30 代 

⚫ 大人が遊べるイベントをやる際に、子供がいるとなかなか心配する家族がいると思うので、子供を遊ばせるイベ

ントも一緒にできればよいと思う。／ 男性 30 代 

⚫ 2020 年度から住民主体に移行するのは、はじめのうちは良いが、年を重ねるごとに難しくなっていくのではな

いかと懸念している。／男性 30 代 

⚫ 今後やりたいこと、反省点など、いろいろありますが、この地域のまちづくりの中心としてなくてはならない存

在であったと思っています。感謝しています。／男性 40 代 

⚫ ひばりが丘で子育てをはじめて見て本当に良い環境だと実感しています。また、さまざまなイベントがあること

で周囲の方ともコミュニケーションをはかることが出来、よりひばりが丘が好きになりました。／ 女性 30 代 

⚫ 中々活動に参加できておりませんが、活動内容に対して楽しみにしております。子どもが大きくなったら一緒に

参加したいと思っております。長く活動を続けてほしいです。／ 男性 30 代 

⚫ まちづくりとは直接関係ないのですが、個人情報の問題もあるでしょうが、エリアマネジメントの全体像がある

程度、広めて頂き、どのような地域なのか、自分たちが認識しておく必要があるのではないでしょうか。例えば、

どのような世代がどのような割合で居住している等の分布情報等です。／ 男性 60 代 

⚫ 特定の人だけでなくたくさんの人がまちづくりに参加できるようにできると良いと思います／ 女性 30 代 

⚫ ひばりテラス１１８でやっている学習塾に車で来ている方が路上駐車するのが困る。子供が危ない。まちにはで

夜になってもペチャクチャとおしゃべりして子供は走り回りあまり良い印象を受けない。／女性 50 代 

⚫ イベントが盛り上がって楽しめるので期待してます。（スタッフとしても協力していきたいです）／男性 40 代 
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⚫ 商店がふえるとよい思います。／ 女性 30 代 

⚫ ひばりテラスの活動を会員には、安く提供してくれる良い。ハロウィンとかも会員にはあるとか…。／女性 30

代 

⚫ まちにわひばりが丘の活動内容、街の雰囲気や環境の良さに大変満足しております（歩道の幅が広いことも安全

面で嬉しいです）。共働きで週末にみあまり時間的余裕がないのですが、少しずつ活動に参加していきたいと思

っていますので、引き続きよろしくお願いします。／ 女性 30 代 

⚫ ひばりが丘が大好きです。カフェやパン屋、雑貨屋さんなどもっとオシャレなお店が増えたら、さらに活気がで

て、もっといい町になるんじゃないかな。／ 女性 30 代 

⚫ イベントに度々参加させて頂いています（にわかマルシェやにわジャムなどがメインですが…）。また楽しそう

なイベント楽しみにしています。／ 女性 30 代 

⚫ お金をかけなくても、知り合いや話し相手ができる場が欲しい。／女性 40 代 

⚫ 同じマンションの同じ階の人の集まりなどがあると、顔合わせできていいと思います。ウェルカムパーティは仕

事で参加できなかったので、そんな場があるといいかと思います。お子さんがいる人は集まりやすいですが、そ

うでない人は孤立しやすいかと思います。／ 女性 50 代 

⚫ 高齢夫婦や高齢一人暮らしの方も沢山いると思いますが、なかなか交流する機会が持てません。子育て世代は、

顔を合わせる機会が作りやすいと思われますが、中高年になって新しい街に引っ越して来た場合、機会自体が少

ないと思うので、なにか工夫をしていただきたいと感じています。／ 女性 70 代 

⚫ 1 年が過ぎてようやく慣れてきました。とても住みやすい場所で、年老いてゆっくりと出来る心やすらかに暮ら

せる場所だと思っています。老人ですが周りの方々が今の時代には、ありがちな冷たいところがなく、優しい気

持ちのいい方ばかりで、マンションに引っ越してきて不安でしたが、良かったと思っています。これから皆様に

おせわになると思いますが、よろしくお願いいたします。／ 女性 80 代以上 

⚫ 無料で交流の深まるイベント／ 男性 30 代 

⚫ 保育園が足りておらず、改善してほしいです。／ 男性 30 代 

⚫ ひばりテラスで開催している講習会(習い事)が小さい子供のいるママさん向けの内容のものが多く、大人対象の

内容のものも入れてもらいたい。手作り(編み物、手芸 etc)系、盆栽 etc フリーマーケットなど。／ 女性 40

代 

⚫ 引っ越していたばかりです。まちにはひばりが丘について全然知りませんでした。先日テレビでカフェがあるこ

とを知りました。もっと発信して教えてください。／ 女性 60 代 

⚫ 世代を超える助け合いの場になる町にしていきたいです。／ 男性 40 代 

⚫ 活動報告書を拝見しました。全体的に子育て世代向け（少し高齢者）なのかなという感じであまり単身者には関

係ないのかなと思いました。／ 女性 20 代 

⚫ もっと素敵な街になりますように！！／女性 20 代 

⚫ いつもイベントありがとうございます。楽しく参加し、家族で楽しんだり、お友達と会えてうれしかったり、我

が家にとって大切な時間になっています。／女性 30 代 

⚫ 子供(小学生)が参加できる催しをたくさん企画してほしい。将棋、囲碁、かけっこ教室、自然観察、植物を一緒

に植えたりする、折り紙、子供が参加できる落語、季節ごとの催し(高齢者と子供が触れ合える場)／ 女性 30

代 

⚫ これからもどんどん情報発信を期待しています。／ 女性 40 代 

⚫ 小さな子供向けのイベントを増やしてほしい／女性 40 代 

⚫ こちらに来てやっと半年がすぎました。活動や報告書を拝見し地域の様子を理解できました。マルシェのチラシ

は見ていましたが、テラスの場所もよくわからないままでした。何か私でもお役に立てることがあればと思って

おります。まずはカフェや花屋さんに行ってみようと思います。／女性 60 代 

⚫ 協力協働したいですが、何をどのようにしてかがわかりません。／ 女性 60 代 
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⚫ 治安への気遣い配慮をより良くお願いしたい／女性 60 代 

⚫ お花のお店が目立たない。なんとか考えてください。ほっとする空間だから外からもよくわかるようにして欲し

い。今は勿体無い感が多い。素敵なアレンジメントなのに中に入らないと気づかないのは本当にもったいないで

す。／ 女性 70 代 

⚫ 2018 年度の活動報告書を拝読いたしました。スタートから 4 年にわたりスタッフ関係の方々の努力によりひば

りが丘の住民の輪が広がっていると思いました。これからも気軽に参加していきたいと思います。ありがとうご

ざいました。／女性 70 代 

⚫ 子供の駆け回る場所、声が聞こえる、街並みに緑が多いというのが気に入ってこの街に引っ越してきました。今

ある場所や緑をなくさないでほしい。／ 女性 70 代 

⚫ ３世代交流によってお互いを理解する良い機会にぜひ活かしたいですね。その上で世相不穏の今、最も大切な「教

育」についてあるべき姿を求めて学習する事が、喫緊の課題という共通認識が得られる場になれば嬉しいですね。

（人間らしさを忘れぬための学習の場）／ 女性 80 代以上 

⚫ 頑張ってください／ 女性 80 代以上 

⚫ 「まちにわひばりが丘」の横をよくとおりますが高齢の私には少し入りにくい感じがします。もう少し覗いてみ

ようと思わせる PR をしてみてはと思う。／ 女性 80 代以上 

⚫ 私はひばりが丘団地で子供を育てました。とても良いところだと思います。孫も近くいいるので、娘は働いてい

たせいか、毎週遊びに来ていました。公園もあり、図書館もあり、子供にとってはいいところだと思います。今

は知り合いも多いので私は一人になりましたがここからは離れられません。／女性 80 代以上 

⚫ 老人のため、まちにわの活動に参加はできないが、活動の趣旨には大賛成。分譲住宅が出来たことにより若い人

や子供たちが多くなり活気が出来てきた。特に子供たちの声が聞こえるのがうれしい。古い団地の一角からこん

な（まちにわ）素敵な場が出来るなんて思ってもみなかった。頑張ってください。／女性 80 代以上 

⚫ まちにはひばりが丘は最初から子供や若いお母さん達の親睦をはかるためと思っていました。イベントでもちつ

き大会や年末おそば会に参加してみて、同じ高齢者同志でおしゃべりしながらおいしく頂きました。こういうイ

ベントなら毎年続けて頂きたいと思いました。／ 女性 80 代以上 

⚫ 自然環境が良いので 1 人暮らしでも、心は休まります。また長い間住んでおりますので知人もおります。／ 女

性 80 代以上 

⚫ ひばりが丘がよりよくなるように様々な活動をしてくださっていることに大変感謝しています。私は引っ越して

来たばかりですが近くでこのようなイベントがあると知った時、とても温かみがあるましだなと思い、これから

の生活にも楽しみが持てました。ありがとうございます。／男性 30 代 

⚫ P/L をみると赤字幅がひどいですが大丈夫ですか。息切れしないように選択と集中で末永く活動してください。

／ 男性 40 代 

⚫ UR ですがごみをポイ捨てする人がいます。レジ袋、パック、吸い殻、缶、特にガラス瓶の割れたもの。うまい宣

伝や運動の仕方がないでしょうか。／男性 60 代 

⚫ 古くから居るひばりが丘団地の人々に協力をしてもらうように企画を。／ 男性 60 代 

⚫ 夢実現の街づくり ／男性 60 代 

⚫ ４階建てから大きな建物と変わり、大きな桜の木もなくなり淋しい気持ちもする。近代的に変わる中綺麗なまち

づくりのなかで住んでいます。／ 男性 80 代以上 



 

 67 

6. まとめ 

 以上、ひばりが丘の居住者を対象としたアンケ

ート調査の結果をまとめた。以下は、その要点で

ある。 

 

① エリアマネジメントの取り組みが 2014 年に

始まって以来、街区間で開きはあるものの、

まちにわの認知度やイベントへの参加率は

徐々に高くなっている。UR 街区では、イベ

ントに参加した世帯の認知度は分譲街区並

みに高い。 

② まちにわの運営に現在参加している居住者

は 1 割程度だが、今後参加したいと考えてい

る居住者もさらに 1 割存在する。 

③ 運営に参加していない居住者でも、エリアマ

ネジメントの趣旨には 6割以上が賛同してい

る。ただし、その率は街区や年によってまち

まちである。 

④ エリアマネジメントの拠点であるひばりテ

ラスを直近 1 年間に利用した居住者は、分譲

街区では5-8割、UR街区でも３割を占める。 

⑤ ひばりテラスは、主に「交流の場」「憩いの場」

「趣味の場」として受け止められており、近

年は「趣味の場」としてのイメージが特に強

くなっている。ただし一方では、「見守りの場」

「助けが見つかる場」への期待もある。 

⑥ まちにわのイベントへの参加者やひばりテ

ラスの利用者は、分譲街区でも UR 街区でも

およそ３割強が地域に親しい人が増えてい

る。分譲街区では、そうしたつながりの輪が

年々広がってきた。 

⑦ 地域における暮らしの長さ、つながり、まち

への愛着、エリアマネジメントへの共感の間

には相関が見られる。 

⑧ 年齢との関係に着目すると、まちにわの認知

度やエリアマネジメントへの賛同率は世代

間で大きく変わらないものの、イベントへの

参加率は若い世代ほど高い。また、まちへの

愛着は、UR 街区では高齢の世帯ほど高いが、

分譲街区では逆に若い世代の方が高くなっ

ている。 

⑨ 家族構成との関係について、子育て世帯はひ

ばりテラスの利用率が高く、利用してみたい

との声も多い。また、分譲街区では、子育て

世帯の方が地域により多くのつながりを持

っている。 

 

 このアンケート調査は、毎年計５回行ったが、

回答の傾向に劇的な変化は見られなかった。この

点を踏まえ、アンケート結果から５年間にわたる

まちにわの活動の評価を考察してみる。 

 

A) 時間の積み重ね 

・ 地域住民のイベント参加率、まちにわの認知

度は継続的に高まり、活動に効果があったこ

とが裏付けられる。 

・ テラス内に HACO NIWA やフラワーショッ

プを増やす、イベントの種類を変えるなどの

試行錯誤は、概ね高評価だったことが推測さ

れる。 

・ 一方で、例えば UR の高齢者からの評価はそ

れほど高くならず、また、自由記述からも活

動の意図が正確に伝えられていない層がい

ることも変わらなかった。すべての人に満足

してもらうことの難しさもあるだろう。 

・ 今年度の調査で初めて、「親しい人が増え

た？」の質問に対する「はい」の割合が減り、

「変わらない」の回答が増えた。分譲住宅の

入居時期を考えると、３年程度で人々の交流

の増加が落ち着くことが推測される。 

・ こ れ ら の こ と よ り 、 運 営 委 託 者 の
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HITOTOWA が活動を５年間続けてきた意

義が見出せる。 

 

B) 住民への運営主体移行の準備 

・ ひばりテラスという場が住民にとってどの

ような場か？という問いに対し、もっぱら

「交流の場所」「憩いの場」「趣味の場所」と

いう回答であった。住民が場のイメージを共

有できていると評価できる。 

・ まちにわが活動のイメージを提示し、それが

住民に受け入れられたことで、長期的に継続

できる道筋が見えてきた。これにより、運営

の住民移行の準備ができてきたと言える。 

 

C) 今後の課題 

・ 施設の規模がそれほど大きくないので、場の

性格付けは重要。そのため、まだ参加を促せ

ていない他の層へのアプローチを強めるよ

りも、主な利用者である子育て世帯に対する

アプローチをより強め、運営を維持していく

基盤を固める必要があるだろう。 

・ まちにわによる地道な活動が評価され、認知

度が高まったように、高い評価を維持するた

めの人材の確保が課題。 

・ さらに、会員間の不平等をなくすためには、

ひばりテラスから地理的に離れた世帯への

アプローチに留意する必要がある。 

 


